
【認定情報】審査期間 

 

 

 

 
 

 

 

 

標準期間 実績 

新規  2ヶ月 45日 ～47日（1.5ヶ月程度） 

新規 
（特定天井あり※1） 

2.5ヶ月 － 

計画変更 1.5ヶ月 19日 ～44日（ 1ヶ月程度） 

計画変更 
（特定天井あり※1） 

 2ヶ月  － 

軽微な変更  1ヶ月 11日※2～50日（ 1ヶ月程度） 

【お知らせ】書式変更 

 H27.6.1改正建築基準法施行に伴い、下記の書式を変更い

たしました。今後、申請される場合には、HPより最新版のダ

ウンロードをお願いします。 

 

□性能評価申請書[建築物用]（新規・計画変更・軽微変更） 

 ・付属棟の有無について記載欄を追加 

□性能評価申請要領書 

□業務方法書[建築物] 

□別添・別表（工作物以外） 

 

ダウンロードURL： 
http://www.gbrc.or.jp/contents/building_confirm/minister_authorization/high_building.html 

 

 ※変更申請の場合でも、別添・別表の書式を変更しており

ますので新しい書式をダウンロードしてください。 

 概ね標準期間となっておりますが、申請の予約が取り

づらい状況です。  

※1 

特定天井がある場合は「通常の審査期間 + 0.5ヶ月」を

目安としてください。 

【イベント】情報交流・構造技術セミナー 

※2 

変更が1項目の場合に、2週間程度（11日）で交付され

た実績があります。 

認定審査期間の実績(H27.4月～6月) 

－は該当期間内での実績なしを示す 

 本年度も情報交流・構造技術

セミナーの開催を11月に予定し

ております。現在、内容を企画

中です。 

 参加案内は、当メールサービ

ス10月号、HPにてご案内いた

します。 
昨年のセミナー状況 
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【お知らせ】大臣認定申請時の確認事項 

記載の内容は認定申請時に指摘される事項です。対応されていない場合は、認定申請が受付けられません。 

構
造
概
要 

免
震
材
料 

天
然
ゴ
ム
系 
積
層
ゴ
ム
支
承 

認定番号 
MVBR－
○○○○ 
（A社） 

MVBR－
○○○○ 
（B社） 

型式番号 

ゴム外径（mm） 

基数（基） 

基準面圧
（N/mm2） 

・・・ 

大臣認定番号と併せて 
メーカー名を記載する。 

3.別添 

評価基準 検討結果 

第一号 
長期荷重に
関する安全
性の確認 

（1）建築物の…
ことを確かめて
いること 

（1）…により確認している。 
 

（概要書P.Ⅱ－○） 

第二号 
 
 

（1）建築物に…
構造計算を行っ
ていること 
 

（1）…により確認している。 
 

（概要書P.Ⅲ－○） 

4.別表 
概要書の該当ページを記載する。 
検討結果（別表に記載されている数
値等）は必ず概要書にて確認できる
ようにする。 

変更の場合は該当ページの表記を削
除する。 

No 変更項目 
変更内容 

（変更理由） 
検討内容 

検討結果の概要 

1 小梁の追
加 
 
別添－
10,32 

・1階1-2/A-B通
間 
 小梁b5を追加す
る。 

小梁b5について、追加検討
を行い問題ないことを確認し
た。（検定比0.77） 

【追加検討1（P.1-2）】 
小梁の追加による周辺部材へ
の影響は…であるため問題な
いと判断する。 

・部材を追加した場合、検討を行
うか、検討を省略する場合は省略
可能な理由を各部材について記載
する。 
・追加検討の結果（最大検定比、
検定比が確認できるページ）を記
載する。 
・周辺部材への影響についてコメ
ントする。 

5.変更項目一覧表 

免震材料は、複数候補があった中か
ら使用材料が確定していれば、使用
しない材料に取り消し線を入れる。 
※別添構造図、別表も同様に取り消
し線を入れる。 

2.よくある指摘、必要な検討 
新規の場合 

・レベル2地震動に対する余裕度の検討 

・免震材料ごとのエネルギー吸収率の明示（免震建築物） 

・位相差入力の検討（平面的に100mを超える建築物） 

変更の場合 

・検討を省略している場合は、検討省略理由を記載※ 

・重量変動が生じる場合、免震材料の面圧検討（免震建築物） 

1.チェックリスト 

2015/4/17付のGBRC最新情報（臨時

便）で送付いたしましたチェックリスト

を用いて、申請資料に必要な記載事項を

ご確認の上、受付時にご提出ください。 

※変更時の検討省略理由（記載例） 

・変更箇所以外の部分で、変更後の部材と設計条件が変わ

らない（安全側）断面算定等で既に安全性が確かめられて

いる。 

・レベル2で許容応力度以下としているため、断面形状を

大きくする変更は、構造耐力上有利になることが明らかで

ある。 

チェック項目 チェック欄

収入印紙（２万円分）が貼付されている。
※収入証紙（道府県のもの）が貼付されているものは認められない。

現職の大臣名が正しく記入されている。
※過去の大臣名が記入されているものは認められない。
申請者の氏名等が、性能評価書に記載されているものと整合している。
認定を受けようとする構造方法等の名称が、性能評価書に記載されているものと整合している。
指定性能評価機関が代理申請する場合には、委任状が添えられている。
変更案件の場合には、直近の認定書の原本が添えられている。
原本を紛失していた場合には、紛失届が添えられている。
原本が添えられている。

図面又は模型写真が添えられている。
※変更案件の場合には、写真でも可。
認定範囲・性能評価範囲が示されている。
※超高層の共同住宅の中にタワーパーキングがある場合には、当該タワーパーキングが範囲に含まれ
ているかについても分かるようになっている。
敷地の範囲が示されている。
付属棟や道路内建築物がある場合には、各棟の範囲が示されている。
エキスパンションジョイント（Exp.J）を設けている場合には、その位置が分かるようになっている。
性能評価番号、件名等について、正しく記載されている。
変更案件で、工事監理者や施工者が決まった場合には、それらの情報が追加されている。
付属棟がある場合には、各棟ごとに建築面積等が記載されている。
建築物の高さ等について、軸組図等と一致している。

地盤について、VS値（S波速度）、液状化の有無が記載されている。

少なくとも工学的基盤の位置まで地盤の情報が記載されている。

工学的基盤の位置において、VS値が概ね400m/s以上となっている。

液状化のおそれがある場合（液状化するおそれがある層が基礎底よりも深い場合に限る。）で、Dcy値
が５cm以上のとき等には、液状化対策（地盤改良等）について記載されている。
免震建築物の場合には、免震材料の情報（認定番号等）が正しく記載されている。
※「ヂ」が「ジ」になったりしていない。
変更案件で、当初複数の免震材料の候補があった中から、実際に用いるものが決まった場合には、不
要となった情報が削除されている。
変更案件の場合には、変更箇所が分かるように、黄色等でマーキングされている。
対象となる建築物と関係のないものについて、記載されていないか、取消線が引かれている。
地盤の情報について、別添等と整合している。
敷地とボーリングした位置の関係が示されている。
基礎伏図が添えられている。
各階（塔屋を含む。）の略伏図があり、長スパン梁の有無等を確認することができる。
地盤改良を実施する場合には、地盤改良伏図が添えられている。
免震建築物の場合には、免震ピット伏図が添えられている。
免震建築物の場合には、免震材料の種類・数が別添等と整合している。
免震建築物の場合には、免震材料がバランスよく配置されている。
X方向・Y方向のもの等があり、免震層や陸立柱の有無等を確認することができる。

部材断面表・部材詳細図 図書が添えられている。
免震材料取付図 免震建築物の場合には、免震材料の取付部について検討されている。

別表 新規案件の場合には、括弧書きで検討資料の該当ページが記載されている。
変更案件の場合には、上記の記載が削除されている。
建築物の構造・用途に応じた固定荷重・積載荷重・土圧等が用いられている。

建築物の用途に応じた荷重が用いられている。
倉庫等の場合には、積載荷重が偏在している場合についても検討されている。
建設予定地に応じた垂直積雪深が用いられている。
レベル２（レベル１の1.4倍）の積雪荷重を用いて、倒壊・崩壊等しないことが確かめられている。

建設予定地に応じた地表面粗度区分、基準風速V0が用いられている。

風圧力に対する安全性の検討を省略する場合には、設計用地震力がレベル１の風圧力を上回ってい
ること等が確かめられている。
風圧力に対する安全性の検討を省略する場合には、設計用地震力がレベル２の風圧力（レベル１の概

ね1.6倍（1.252倍）。風速ベースでは1.25倍。）を上回っていること等が確かめられている。

上記に該当しない場合には、風圧力を包絡するよう地震力を設定し、又は風圧力について検討してい
る。
風圧力に対する残留変位が維持管理値（通常は、50mm程度）以下となっている。
上記に該当しない場合には、ジャッキで原点に戻す等の対応について記載されている。
高さが100m以上で、アスペクト比（高さ/短辺見付け幅）が３以上の場合には、風洞実験等の結果を用
いて、直交方向の振動やねじれ振動が考慮されている。

１．長期荷重に対する安全
性

２．積雪荷重に対する安全
性
３．風圧力に対する安全性

特記仕様書など
ボーリング柱状図
ボーリング位置図
基礎伏図・各階略伏図等

免震材料配置図

軸組図

委任状（原本）
直近の認定書（原本）

性能評価書（原本）

外観パース

配置図

別添

時刻歴応答解析建築物性能評価チェックリスト

図　書

認定申請書（原本）

チェックリスト 

明らかな場合でも、忘れずに記載して下さい。 

削除 
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【解説】法20条第2項新設に伴う超高層建築物等の取り扱い[新規] 

付属棟を有する建築物の性能評価、大臣認定の取り扱い ※6/1以降、新規申請がないため、現時点での情報に基づくものです。 

（6/1以降、付属棟がある場合の軽微な変更が認定された実績（次頁参照）があります。） 

A 

敷地 

本棟 
（超高層） 

EXP.J 

付属棟（中低層） 

性能評価 

性能評価 

一の建築物 

Ｂ 

敷地 

本棟 
（超高層） 

EXP.J 

付属棟（中低層） 性能評価 

確認検査機関 
（適合性判定機関） 

一の建築物 

新規の場合、   どちらか選択 A Ｂ 

棟ごとに性能評価申請 
（手続きを除いてこれまでとほぼ同じ） 

時刻歴本棟のみを性能評価申請 
（これまでできなかった新ルール） 

本棟 
（超高層） 

付属棟（中低層） 

性能評価 

性能評価 

棟ごと 一の建築物 

性能評価申請、審査、認定申請までは棟ごとに行いますが、認定書は一の建築物で発行されます。 

本棟 
（超高層） 

付属棟（中低層） 

性能評価 

確認検査機関 
（適合性判定機関） 

性
能
評
価
書 

認
定
申
請 

認
定
書 

確
認
申
請 

性
能
評
価
書 

性
能
評
価
書 

認
定
申
請 

認
定
申
請 

認
定
書 

確
認
申
請 

一の建築物 棟ごと 

適合性判定が必要な付属棟については
適合性判定機関への申請※ 

※具体的な案件の取扱いについては、随時ご相談ください。 
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【解説】法20条第2項新設に伴う超高層建築物等の取り扱い[変更] 

発行者：一般財団法人 日本建築総合試験所 
    建築確認評定センター 性能評定課 
    担当：岩佐、野村、山崎 
    TEL：06(6966)7600  FAX：06(6966)7680 
    E-mail：seinou@gbrc.or.jp 

【編集後記】 晴れれば真夏のような暑さ、雨が降れば降り続くといった典型的な梅雨空ですが、皆様いか
がお過ごしでしょうか。久しぶりに編集後記に登場します岩佐です。本号では6/1の改正法施行に伴う性能評
価の取り扱いや最近の認定申請時に必ず確認を求められ記載の必要のある事項について説明を行いました。
私ごと、7/1より所内での立ち位置が若干変わることになったのですが、皆様との関わりについては何ら変わ
りがありませんので、よろしくお願いします。今夏の個人目標として体重1割減を掲げているのですが、仕事
がしんどくなって痩せていくのではありませんので（太りだしたらストレスかもしれません）・・・。 

変更手続き 
付属棟を有する建築物で、既に性能評価・大臣認定を
受けた建築物における今後の変更手続きについて 

○提出書類：変更が生じた棟ごとに作成してください。 

6/1以降に交付される認定書（例） 

本棟（超高層） 

付属棟（3棟） 

○別添記載時の注意事項 
以下の通り認定書が交付されますので、各棟
別添1ページ目の右上に構造方法の名称を記
載してください。 

別添（超高層建築物の構造方法） 
 1.建築物概要及び構造概要 

性能評価番号 性能評価日 

件名 

・・・ 

別添（建築基準法第20条第1項第○号に掲げる建築物の構造方法） 
 1.建築物概要及び構造概要 

性能評価番号 性能評価日 

件名 

・・・ 

本棟別添 
記載内容に変更はありません。 

付属棟別添 
構造方法の名称を記載してく

ださい。 

本棟の変更資料 
・パース 
・配置図 

・別添・別表… 

付属棟の変更資料 
・パース 
・配置図 

・別添・別表… 

EXP.J 

既認定範囲 
（一の建築物） 

敷地 

本棟 
（超高層） 

付属棟（中低層） 

□性能評価申請書や大臣認定申請書等についても、棟 
 ごとに書類の提出が必要です。 
□手数料についても、棟ごととなります。ご注意くだ 
 さい。 
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